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序文  
 
i  この出身国情報重要文書アンゴラ編(COI 重要文書)は、亡命/人権問題の決定

処理に従事する担当官の使用を目的として、英国国境局(UKBA)、COI サービ

スにより刊行されたものである。本文書は、英国内で出される亡命/人権問題

に関する申し立てにおいて最もよく目にする問題について、一般的な基本情

報が得られる内容となっている。 COI 重要文書には、2009 年 12 月 1 日まで

に入手できた情報が扱われている。本文書は 2010 年 1 月 14 日の発行。 
 
ii  COI 重要文書には、認知度の高いさまざまな外部情報ソースの手による主要

報告書、論文、記事が索引付きで網羅されている。本文書には、UKBA の意

見ないし方針は一切扱われていない。   
 
iii  英国国境局の職員が使用する場合については、索引番号および情報ソース一

覧のリンクを使うことによって、文書内で参考資料として挙げられている各

情報ソースに直接 COI 重要文書から電磁的にアクセスすることができる。局

職員以外の者が使う場合も、関連ウェブリンクへのアクセス日を記載の上、

当該リンクを設けているので、アクセスが可能である。 
 
iv  上述のとおり、ここで取り扱われている文書は、主に人権問題を中心に据え

ている。アンゴラの紹介として、同国の簡単な参考情報も載っているが、こ

の参考資料は一覧に掲載された資料の要約を提供することを目的するもので

はないので、ご注意いただきたい。 
 
v  この COI 重要文書および一覧に掲載された資料は、一般に公開しても差し支

えないものである。 
 
vi COI 重要文書に関してコメントもしくは追加した方がよいと思われる資料が

あれば、ぜひ以下の COI サービスまでご連絡いただきたい。 
 

出身国情報サービス 
英国国境局 
Whitgift Centre, B Block 
15 Wellesley Road 
Croydon CR9 1AT 
United Kingdom 
Eメール: cois@homeoffice.gsi.gov.uk 
ウェブサイト: http://www.homeoffice.gov.uk/rds/country_reports.html 

 

 
独立国家情報諮問グループ 
 
vii 独立国家情報諮問グループ(IAGCI)は、UKBAの出身国情報資料の内容につい

て、英国国境庁の主席検査官への提言を行うことを目的に 2009 年 3 月に設立

された。IAGCIでは、UKBAが作成したCOI報告書およびCOI重要文書、その

他の出身国情報資料について、忌憚のない意見を歓迎している。IAGCIの活動

状 況 に 関 す る 情 報 は 、 主 席 検 査 官 の ウ ェ ブ サ イ ト

http://www.ociukba.homeoffice.gov.uk で参照可能である。  
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viii  IAGCIはその活動をとおして、厳選されたUKBA COI文書の内容を検討し、選

定文書に限定した提言とより一般的な性質をもつ文書に対する提言を行って

いる。IAGCIないし国家情報諮問委員会(2003 年 9 月から 2008 年 10 月まで

のUKBAのCOI資料の監視に当たった独立機関)が検証したCOI報告書およびそ

の他の文書の一覧はhttp://www.ociukba.homeoffice.gov.uk/で入手できる。  
 

  注意点: IAGCI は UKBA の資料ないし手続きの承認を目的にした機関ではない。

 
独立国家情報諮問グループの連絡先: 

Border Agency 

orukba@homeoffice.gsi.gov.uk

ix
同グループで検証された資料の一部には、円滑決定請求(NSA)リストに指定な

いし指定が提案されている国々に関連したものがある。その場合、グループ

がある一国について、NSA および NSA 処理の対象に指定する決定ないし提

案を支持していると理解しないよう、ご注意いただきたい。 

 
 Office of the Chief Inspector of the UK 
 4th floor, 8-10 Great George Street, 
 London, SW1P 3AE 
 Eメール: chiefinspect   
 ウェブサイト: http://www.ociukba.homeoffice.gov.uk/ 
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アンゴラの基本情報 
 
正式国名: アンゴラ共和国 (米国務省付随情報アンゴラ編 –  2009 年 9 月版) [2c] 
面積: 総面積 1,246,700 平方メートル (481,400 平方マイル) [2c] 
人口: 17,000,000 人 (2008 年推計) [2c] 
首都: ルアンダ [2c]  
民族: オヴィンブンド人 37%、キンブンド人 25%、コンゴ人 13%、混血 2%、ヨーロ

ッパ系 1% [2c] 
言語: ポルトガル語 (公用語)、ウンブンド語、キンブンド語、コンゴ語、その他の言語 
[2c] 
宗教: (2001 年公式推計) ローマカトリック 68%、プロテスタント諸派 20%、土地固有

の信仰 12% [2c] 
政党:法的に認められた公認政党の数 78、2008 年人民議会に議席を持つ政党は 5 与党: 
アンゴラ解放人民運動 (MPLA) 野党: アンゴラ全面独立民族同盟 (UNITA)、社会改革党 
(PRS)、アンゴラ民族解放戦線 (FNLA)、新民主選挙連合 (ND) [2c] 
政府: 共和制 [2c] 
(米国務省付随情報アンゴラ編 –  2009 年 9 月版) [2c] 
国家元首: ジョゼ・エドゥアルド・ドス・サントス大統領 [4] 
通貨: 1 クワンザ (Kz) = 100 センティモス [4] 

加盟国際団体/機関: 国際連合 (UN)、南部アフリカ開発共同体 (SADC)、アフリカ連合 
(AU)、中部アフリカ諸国経済共同体 (CEEAC)、ポルトガル語諸国共同体 (CPLP)、ル

ゾフォニアアフリカ諸国機構 (PALOP) [4] 
(英国外務英連邦省国別データアンゴラ編、最終更新日 2009 年 6 月 25 日) [4] 
 

地理 
 
米国務省付随情報アンゴラ編( 2009 年 9 月版)によると: 
 
「アンゴラは、西アフリカの南大西岸に位置し、南はナミビアに、飛び地のカビンダ

を除いた北はコンゴ共和国(D.R.C) に接し、東はD.R.Cとザンビアに国境を接している

カビンダは、北と東をコンゴ共和国(ブラザビル)に、南をD.R.C に挟まれている。国

土は、ナミビアからルアンダに細長く伸びた乾燥した沿岸部と湿った内陸の高地、南

部および南東部の乾いた内陸のサバンナおよび北部とカビンダの熱帯雨林に分けられ

る。ザンベジ川の上流部はアンゴラを通過し、コンゴ川の支流のいくつかはアンゴラ

が水源になっている」

。

[2c] 
 

日本語訳は，法務省入国管理局による仮訳である。
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国際連合によるアンゴラの地図 – 2008 年 
 

 
[21]  
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現代史 
 
2009 年 10 月 30 日付 Europa World Online のアセスメントによると: 
 
「かつてポルトガルの植民地であったアンゴラは、1951 年 に海外州となった。1950
年代および 1960 年代に、アフリカ国家主義を掲げるグループの形成が始まり、1962
年にアンゴラ解放人民運動(MPLA) 、1966 年にアンゴラ全面独立民族同盟(UNITA)が
設立された。1961 年の国家主義者による反乱が失敗に終わった後、厳しい弾圧が行わ

れたが、1966 年に新たな闘争の波が押し寄せ、その後、国家主義者の過激派組織はア

ンゴラ東部の大部分を軍事、政治の両面で支配し、西方への勢力拡大に成功した。

1974 年 4 月にポルトガルで起きたクーデターの後、アンゴラの独立の権利が承認され

た」 
 
「1975 年 1 月、MPLA、アンゴラ国民解放戦線(FNLA)、UNITA およびポルトガル政府

の代表から成る、暫定政府が設置された。しかし、MPLA と FNLA 間の数度にわたる

武力衝突を経て、1975 年後半には、事実上アンゴラは 3 大国家主義グループによって

分断支配され、それぞれが海外の勢力の援助を受けた。(首都を掌握した) MPLA はソ

連とキューバから、FNLA はザイールと(アメリカを含む)西側諸国から支援を受け、そ

れに対し UNITA は南アフリカ軍の支援を受けた。FNLA と UNITA は MPLA に対抗す

るために共同戦線を張った」  
 
「ポルトガル政府は 1975 年 11 月 11 日、アンゴラの独立を宣言し、解放運動を推進

したグループのいずれかに対してではなく、『アンゴラ国民』に対して主権移譲を行

った。MPLAは、ルアンダでアゴスティーニョ・ネトを大統領に据え、アンゴラ人民

共和国の誕生を宣言し、 FNLAとUNITAはアンゴラ民主人民共和国の誕生を、本拠地

ノヴァ・リジュボア(ウアンボに改称)で宣言した」[1] 
 

英国外務英連邦省国別データアンゴラ編 (最終更新日 2009 年 6 月 25 日) によると: 
 
「独立を達成した日の[1975 年 11 月 11 日]に、首都を掌握した MPLA は、自らを政府

と宣言し、 マルクス・レーニン主義に倣って、一党制を謳った憲法を強要した。他の

運動グループは、農村部の拠点に撤退していった。MPLA の勝利はソ連軍とキューバ

軍から供給された軍事兵器に守られていたが、それに比べ FNLA と UNITA は、支援国

のアメリカとアパルトヘイトの南アフリカ、モブツのザイールからそれほどの援助を

得ることはできなかった。FNLA はしばらくして武装闘争を解除したが、UNITA は引

き続き長期にわたるゲリラ戦を戦い、それは 2002 年まで続いた。この期間、UNITA
は地方で比較的自由な活動を続け、それに対し MPLA は都市部を支配していった」  
 
「2 度の和平交渉(1991 年 5 月のビセス合意と 1994 年のルサカ協定)への試みが失敗し、

双方は小規模の国連平和維持軍UNAVEM IとUNAVEM  IIの監視下に入った。また、国

連安全保障理事会はUNITA に対し相次いで制裁を課した。これらの試みもまた失敗に

帰し、戦いを終結させることはできなかった。こうして、MPLAは 1998 年 12 月の党

大会においてUNITAに対する最終軍事攻撃を続けていくことを決定し、国連の退去を

要請した。3 年におよぶ戦いを経て、政府軍は、2002 年 2 月にUNITA幹部の殺害とい

う最初の勝利を収め、続いて 2002 年 4 月ルアンダでUNITAの司令官との合意(停戦合

意に関する覚書)に漕ぎ着け、内戦の終結に成功した。その後 2003 年の第 9 回党大会
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において、イサイアス・サマクヴァがUNITAの新党首に選出され、2007 年 7 月にも再

選を遂げた」[4] 
目次に戻る 

 
近況と政治面の展開 
 
英国外務英連邦省国別データアンゴラ編 (最終更新日 2009 年 6 月 25 日) によると: 
 
「本土では和平の実現に至ったものの、[沿岸州]カビンダの問題は依然未解決のまま燻

ぶっている。規模は小さいながらも、ゲリラ戦が州の独立を求める反政府組織によっ

て 30 年以上にわたって続けられている。アンゴラ政府は交渉と武力行使を交互に試み

ているものの、無駄に終わっている。2006 年 8 月 1 日停戦協定が調印されたが、カビ

ンダの諸派すべての支持を得ているわけではなかった」 
 
「…2008 年 9 月に行われた議会選挙では、MPLAが 82%の票を獲得し、議会で 3 分の

2 以上の過半数を占めた結果、今後、自党のみで憲法の改正を行うことができるよう

になった。最大野党のUNITAの得票率は 10%で、残りの票は他の野党と連立政党に分

けられた。大統領選挙は、2009 年もしくは 2010 年に行われる予定である」[4] 
 

2009 年 10 月 20 日付 IRIN の記事『アンゴラ-DRC: 今明かされる人道の危機』の報道

によると: 
 
「2009 年 8 月から始まったアンゴラと DRC [コンゴ共和国]政府による報復排除によ

り、32,000 人以上のアンゴラ人がアンゴラに本国送還され、およそ 18,800 人のコン

ゴ人がアンゴラからの国外退去を命じられた。10 月 13 日 DRC の首都キンシャサでの

会談後、両国は『それぞれの国の市民の排除を即刻中止する』ことに同意した」  
 
「…2002 年にようやく終結したアンゴラの 30 年近くにもおよぶ内戦の間、DRC は

100,000 人以上のアンゴラ難民を受け入れてきた。以来、何千人というコンゴ人の不

法滞在者- そのほとんどがダイアモンドの違法採掘をしていると考えられている- がア

ンゴラでの労働に従事している。両国の国境から追放された人の波の干満が、隣国間

のいさかいの種となることも珍しくない」[24b] 
 

経済基礎データ 
 
GDP: (2008 年推計) 840 億米ドル (米国務省付随情報アンゴラ編 –  2009 年 9 月版) [2c] 
1 人当たりGDP: (2007 年) 4,941 ドル [2c] 
年間実質GDP成長率: (2008 年推計) 16.4% [2c] 
平均インフレ率: (2008 年)13.2% [2c] 
産業: 石油掘削および精製、鉱業、セメント、水産加工、食品加工、酒造、タバコ、砂

糖、繊維、船舶修繕 [2c] 
主要貿易相手国: アメリカ、ポルトガル、韓国、中国、ブラジル、南アフリカ、フラン

ス [2c] 
(米国務省付随情報アンゴラ編 –  2009 年 9 月版) [2c] 
 
米国務省付随情報アンゴラ編( 2009 年 9 月版)によると: 
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「石油の高騰を背景にした好況に大いに助けられ、経済が急成長しているにも拘わら

ず、アンゴラはほとんどの社会経済指標の底辺から 10%にランクしている。国際通貨

基金 (IMF) の推計では、アンゴラの実質GDPは 2008 年には 16%上昇すると見られて

いる。アンゴラは 27 年におよぶほとんど止むことのない戦いから依然として立ち直ろ

うとしているところであり、今なお汚職と経済政策の失敗に苦しんでいる。豊富な天

然資源と一人当たりGDPの上昇にも拘わらず、アンゴラは 2008 年国連開発計画

(UNDP) の人間開発指数において 179 カ国中 157 位であった。自給自足農業により、

国民の 3 分の 1 が養われている。アンゴラの原油産出量は、現在アフリカで 2 番目の

規模を誇っている。2008 年時点で、原油はGDPの 83%、輸出の 95% 、政府の歳入の

83 %を占めている。また、アンゴラでは、40,000 bpd [一日当たりの石油産出バレル]
の石油が現地で精製されている」[2c] 
 
  

目次に戻る 
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人権 
 
概要 
 
2009 年 2 月 25 日付発行の米国務省 2008 年国別人権報告書アンゴラ編によると:  
 
「政府の人権に関する記録は依然ずさんさが目立ち、数々の深刻な問題を抱えている。

人権侵害には次のものが挙げられる: あらゆる職位の役人を選挙で選ぶという市民の権

利の剥奪、警察や軍部、民間の治安部隊による不法な殺害、治安部隊による拷問や殴

打、レイプ、刑務所内の過酷な待遇、恣意的な逮捕と拘留、公務員の汚職と刑事免責、

司法の機能不全と独立性の欠如、審理前拘留の長期化、適正手続きの欠如、言論、報

道、集会および結社の自由に対する規制、立ち退き料なしの強制的な立ち退きおよび

女性と子供に対する差別や暴力、虐待..」[2a] 
 

カビンダ 
 
2009 年 1 月 14 日付発行の The Human Rights Watch (HRW) World Report の記録によ

ると: 
 
「1975 年から、石油資源に恵まれた飛び地のカビンダでは 反政府軍による戦いが続

いている。2006 年の和平協定は紛争の終結を意図するものであったが、 和平交渉か

ら除外されたと感じた地元住民の多くからの拒否に遭った。内陸部では散発的な武力

衝突が続いている。選挙開催の間、海外から来た選挙監視団は安全上の理由から州都

の近辺にとどまっていた。欧州議会の監視団は、投票期間中、大きな不正行為があっ

たことを公式に発表した。 
 
「カビンダにおける結社と表現の自由は、今なおかなりの制限を受けている。警察は

定期的かつ恣意的に、和平協定の条件に批判的なカトリック系グループのメンバーと

2005 年に新しく任命された司教の逮捕を行っている。2008 年には、少なくとも 14 人

の民間人が国家治安妨害の罪で告発された。9 月 16 日には、カビンダの軍事法廷は、

武力蜂起と『治安妨害の罪』により、元ボイスオブアメリカのアメリカ人特派員

Fernando Lelo に禁固 12 年の刑を言い渡した。2007 年 11 月に逮捕された彼は、民間

人にも拘わらず、軍事法廷で裁かれたが、結局その審問では、彼に対する訴状を裏付

ける証拠は一切提出されなかった。被告の弁護人によれば、Lelo と共に有罪判決を受

けたアンゴラ共和国軍(FAA) の兵士らは、軍部に拘束されている間、拷問を受けたと

いうことである。こうした拘留の恣意性や拷問疑惑、公正な裁判の不在により、この

有罪判決は人民を威嚇し、和平協定への批判を封じる意図があったことが窺える」[5a] 

 
米国務省 2008 年人権に関する状況報告によると: 
 
「2006 年に調印されたカビンダ停戦協定(The Memorandum of Understanding for 
Peace and Reconciliation for Cabinda Province)によって、ほぼ州内の反政府活動に終

止符が打たれたものの、カビンダ解放戦線(FLEC)の反対派による散発的な攻撃とそれ

に対するアンゴラ共和国軍(FAA)の暴動鎮圧作戦が、[2008 年]の 1 年間を通して続いた。

2007 年には、FAA の兵士に関連していると思われる不法殺害がカビンダで発生したと

いう報告が 1 件あったが、事件についてはまだ調査中である」 
 
上述と同じ USSD の報告書によると: 
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 「…軍部による虐待はその後も続けられた。NGO とメディアからは、カビンダとル

ンダ・ノルテにおける治安部隊による暴力が報告された。カビンダでは、反暴動作戦

の期間中、FLEC への協力の疑いのある市民が、不法に FAA 軍による拘留や殴打、脅

迫を受けていた、と NGO の人権擁護団体は語っている… カビンダの住民からは、治

安部隊が FLEC の活動ないし協力の疑いのある者を拘留しているという報告が引き続

き寄せられた。NGO の報告では、国の治安部隊が民間人をカビンダおよびルアンダの

軍部と警察の監獄に監禁し、UNWGAD と赤十字国際委員会(ICRC)は監獄の訪問を求

めたが、拒否された」[2a] 

 
2009 年 6 月 22 日付 The Human Rights Watch Report「『彼らは私を穴に押し込め

た』カビンダにおける軍部の拘留、拷問と適正手続きの欠如」の報告によると: 
 
「アンゴラ国内でも有数の石油埋蔵量を誇る飛び地のカビンダで、アンゴラの軍部と

諜報部によって逮捕された少なくとも 38 人が、2007 年 9 月から 2009 年 3 月までに、

軍部によって身柄を拘束され、拷問および残虐ないし非人道的な扱いを受け、公正な

裁判を受ける権利だけでなく、基本的な適正手続きの権利まで拒否されていた。拘束

された人々は、分離を求める非政府活動との関連で、当局から、カビンダにおける武

装抵抗への関与の責任を問われている」[5e] 

 
アンゴラ政府筋は、2009 年 7 月 4 日付 Afrique En Ligne 記事上の HRW の報告(上のパ

ラグラフ参照)『アンゴラ、カビンダにおける人権侵害を否定』に対し、次のように応

じた。「…[アンゴラの人権担当無任所大臣] [Antonio Bento] Bembe は、カビンダの刑

務所を訪問し、そこで政府職員および判事から、地域内での人権侵害を裏付ける証拠

は一切ないという確認を取った」[25] 

 
 
表現の自由 
 
米国務省 2008 年報告書によると、「憲法と法律には、言論と報道の自由が規定され

ているが、政府による規制とルアンダ以外のメディアに対し最低限の独立性しか認め

られていないことから、 実際にはこれらの権利は限定的なものとなっている。人権活

動家とジャーナリストは自主規制を設けているが、例えば、9 月の議会選挙前の数週

間、当局の指示により生放送の視聴者参加型ラジオ番組が中止になったりした」 [2a] 

 
2009 年 5 月 14 日付発行の 2009 年アムネスティ・インターナショナル(AI)の報告書に

よると、 「ジャーナリストの表現の自由に対する規制は今なお続き、多くのジャーナ

リストが名誉棄損を盾にした嫌がらせに遭遇した。7 月、郵政省とメディア省は共同

で民間ラジオ局の Rádio Despertar に対し、局の放送範囲が免許証に規定された枠を

超えているという理由で、180 日間の放送停止を命じた」[8a] 

 
HRW World Report によると: 
 
「2007 年後半から、アンゴラにおけるメディア環境は悪化の一途をたどっている。表

現の自由と情報アクセスへの自由に対する法的保護を改善するため、2006 年 5 月に制

定された新聞条例の重要な部分の施行を義務付ける法律の制定が試みられたが、結局

可決されなかった。民間ラジオ局には全国放送が認められておらず、公共メディアに

は全く独立機関による厳格な検査が行われていないため、与党支持に偏った姿勢が温
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存されている。2008 年には、国営メディアのジャーナリスト数人が、公開討論の場で

政府を批判したため、停職処分を受けた。 
 
「名誉棄損は刑事犯罪として依然残っており、報道の自由と情報へのアクセスを守る

法規定の多くがあいまいであることから、ジャーナリストが恐れをなし、政府を批判

する能力が阻害される可能性がある」[5a] 

 
女性に対するドメスティック・バイオレンス 
 
 米国務省 2008 年報告書によると: 
 
「女性に対する暴力は珍しいことではなく、いたるところに蔓延している。ドメステ

ィック・バイオレンスは法で禁じられてはいないが、政府はごくまれに、強姦、暴行、

傷害罪で起訴している。ルアンダにおけるドメスティック・バイオレンスについての

2007 年予備調査では、78 パーセントの女性が 15 歳以降に何らかの形で暴力を経験し

ていることが明らかになった。報告のあった虐待の内、全体の 27 パーセントが調査に

先立つ 12 カ月間に報告され、その前年には、ルアンダ郊外の貧しい地域に住んでいる

女性の 62 パーセントから虐待の報告があった。暴力の大半が内縁の夫もしくはボーイ

フレンドによるものであった。家族および女性の地位向上省(MINFAMU) は、アンゴラ

弁護士会とともに虐待を受けた女性に対する無償の法的支援プログラムを実施してい

る。また、同省では相談センターを設け、家庭内暴力に苦しむ家族を支援している。

女性に対する暴力が起訴されたケースの統計は、調査実施年には入手できなかった」 
[2a] 
 
2009 年 4 月 29 日付 IPS News の記事『アンゴラ:ドメスティック・バイオレンスを阻

止する法の不在』によると : 
 
「国内のドメスティック・バイオレンスの実態に関する公式の統計は一切存在しない

ものの、都市部に近いカゼンガにある国内与党(アンゴラ解放人民運動)の女性派閥、

アンゴラ女性協会(OMA)は、2008 年には 4,000 件(1 日当たり約 10 件)近くもの被害が

あったことを指摘した… 暴力の被害に遭った人々に対する日々の支援の大部分は、1
度に 4 家族が入れる程度のスペースを持った国内唯一の隠れ家を運営する OMA に委

ねられている。この OMA は ドメスティック・バイオレンスについて地域密着型の議

論を主導し、女性へのカウンセリングを行う相談センターのほとんどを運営するとと

もに、緊急融資の提供と調停審理の促進を行っている 」[11] 
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